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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２６年５月８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２５年７月２９日（月） １１時０４分ごろ 

発生場所 大分県国東
くにさき

市国東港武蔵
む さ し

地区北北東沖 

国東港古市
ふるいち

Ｃ防波堤東灯台から真方位０１７°２.１海里付近 

 （概位 北緯３３°３２.２′ 東経１３１°４４.９′） 

事故調査の経過 平成２５年１０月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーモーターボート Honey
ハ ニ ー

 Ocean
オーシャン

 Ⅱ
ツー

、１０トン 

 ２４３－３４５５２福井、医療法人真芳会 

 １０.１０ｍ（Lr）×３.５１ｍ×１.８９ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関２基、２９４.２kＷ（合計）、平成１３年４月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５５歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成１７年６月１５日 

  免許証交付日 平成２１年７月１７日 

         （平成２７年６月１４日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 両舷プロペラ翼、プロペラ軸及び舵に曲損、両舷シャフトブラケット

取付け部及び右舵後方の船底外板に破口、船尾部船底外板に擦過傷、

右舷舵軸頂部取付け部材に亀裂及び曲損、発電機、清水ポンプ、ビル

ジポンプ等が濡損 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、大分県国東半

島の東方海域を国東港武蔵地区（以下「寄航地」という。）に向け、

陸岸から適宜の距離を離しながら、海岸線に沿って約２０ノット

（kn）（対地速力、以下同じ。）で南進していた。 

船長は、フライングブリッジで操船していたが、国東市黒津
く ろ つ

ノ鼻の

東方約５００ｍ付近において、寄航地が右舷船首方に見え、その方向

には漁船が航行していたので、変針し、寄航地に船首を向けて航行し

ていたところ、平成２５年７月２９日１１時０４分ごろ推進器にロー

プか漁網などの海中浮遊物を巻き込んだような感触があった。 

船長は、寄航地が近いので、航行を続けようとしたが、舵が効か
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ず、船をコントロールできなくなったので、機関を停止して状況を調

査したところ、エンジンルームに浸水はなかったが、その後方のタン

クルームに浸水を認め、携帯電話で海上保安庁に浸水の発生を連絡す

るとともに、寄航地のマリーナに救助を依頼し、本船が流されないよ

うに錨泊した。 

本船は、マリーナから来援したモーターボートにより、錨泊した場

所から引き出される際、ウインドラスでアンカーを揚げようとした

が、岩に引っ掛かって揚収できないので、アンカーロープを切り、約

３～４kn でえい
．．

航されて寄航地のマリーナに到着した後、クレーン

で陸揚げされた。 

（写真１ 船尾船底部の損傷状況、写真２ 船尾船底外板及びプロペ

ラ翼等の損傷状況（右舷）、写真３ 船尾船底外板及びプロペラ翼

等の損傷状況（左舷）、写真４ 舵（右舷）の舵軸頂部の状況、写

真５ プロペラ軸の状況、付図１ 事故発生場所 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期、潮高 約１８０cm（国東

港） 

 その他の事項 

 

本船の喫水は、船首が約０.８ｍ、船尾が約１.０ｍであった。 

本船は、自動操舵装置がなく、フライングブリッジには、磁気コン

パス、レーダーディスプレイ及びＧＰＳプロッターのモニターが設置

されており、正常に動作していたが、船長は、本事故時、ＧＰＳプロ

ッターの画面を見ておらず、使用レンジも覚えていなかった。 

船長は、本事故当時の航海計画を策定する際に海図を見ておらず、

本事故発生場所付近に洗岩や干出岩があることを知らなかった。 

海図Ｗ１１０１によれば、本事故発生場所付近にある黒津ノ鼻の北

北東方約２,８００ｍには東側が可航水域であることを示す東方位標

識（豊後大瀬灯浮標）が、南南東方約８００ｍには干出岩（高さ１.

８ｍ）がそれぞれある。 

本船は、えい
．．

航されて寄航地のマリーナに到着した際、トランサム

ステップが約２０cm 海中に没した船尾トリムの状態となっており、

陸揚げ後に確認したところ、機関室にも若干量の浸水があった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、黒津ノ鼻の東方約５００ｍを航行中、船長が、寄航地に向

けて変針して航行したところ、黒津ノ鼻の南南東方約８００ｍ付近に

干出岩があることを知らなかったことから、同干出岩に向けて航行す

ることとなり、同干出岩付近の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

船長は、寄航地までの航行経路上の航路標識、障害物などを海図等
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で事前に調べていれば、可航域や干出岩の存在を認知し、乗揚を回避

できた可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、本船が、黒津ノ鼻の東方約５００ｍを航行中、船長が、

寄航地に向けて変針して航行したところ、黒津ノ鼻の南南東方約８０

０ｍ付近に干出岩があることを知らなかったため、同干出岩に向けて

航行することとなり、同干出岩付近の浅所に乗り揚げたことにより発

生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・海図や水路書誌により、航行する海域の水路調査を行って航海計

画を立案し、水路調査で得た情報を活用して航行すること。 
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              写真１ 船尾船底部の損傷状況 

 

 

写真２ 船尾船底外板及びプロペラ翼等の損傷状況（右舷） 

 

 

写真３ 船尾船底外板及びプロペラ翼等の損傷状況（左舷） 

 

 

右舷プロペラ翼が曲損 

右舷舵板上縁後部が

船尾船底部に陥没 

右舷シャフトブラケ

ット取付け部が船底

外板に陥没 

船底外板の破口 

左舷プロペラ翼が曲損 
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写真４ 舵（右舷）の舵軸頂部の状況 

 

 

写真５ プロペラ軸の状況 
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付図１ 事故発生場所 

 

 

  

事故発生場所 

（平成 25年 7月 29 日 11 時 04 分ごろ発生） 

大分県国東市 

 

国東港武蔵地区 

黒津ノ鼻 

× 

豊後大瀬灯浮標 

国東港古市Ｃ防波堤東灯台 


